
令和４年度普通科 特別進学・進学クラス 第１学年英語コミュニケーションⅠ学習進度・評価表（英語） 
 

  

１学期 
達成目標/

評価の観点 

４，５，６月 ７，８月 

中間 期末 考査後＋夏補習 

英語コミ

ュニケー

ションⅠ    

使用教

科書 

Power 

On  

(東京書

籍) 

レッスン 

および 

達成目標 

Lesson 1 

Japan’s New Tourism 

内容設定目標 

「勝山」を観光地としてプレゼンすることができる。 

言語設定目標 

過去形、現在形、未来の表現を使用することができる。 

Lesson 2 

Light from Creature 

内容設定目標 

「光る生き物」についてグループ内で発表。偉人につい

てポスターを作ることができる。 

言語設定目標 

ポスター発表用の言語表現を使うことができる。 

Lesson 3 

Routes to the Top 

内容設定目標 

自分の好きな選手を合理的な理由とともに他者に明確に

説明することができる。 

言語設定目標 

直接話法と間接話法を区別して使うことができる。 

Lesson 4 

Left to Right, Right? 

内容設定目標 

好きな本を他の人に推薦する

ことができる。 

言語設定目標 

様々な推薦表現を使える。 

知識・技能 

4 つの要素を

すべてのレ

ッスンで評

価。「各要素」 

と 「考査」 

で評価。 

○historical,  sports, cultural のテーマごとに、各パー

トをグラフィックでまとめ、自らの言葉でサマライズで

きる。 

○ディクテーションアクティビティ等による正確なリス

ニングによる情報のインプットと意味を把握した音読

ができる。 

○やりとりや、プレゼンテーションに必要な機能的表現

を理解し、使用することができる。 

○プレゼンテーション、新聞記事の構成・言語を理解で

きる。 

○教科書で紹介された「光る生き物」について、グラフィ

ックでまとめ、(distract / mate / attract)のどれに分類さ

れるかを示しながら、自らの言葉でサマライズできる。 

○ディクテーションアクティビティ等による正確なリス

ニング情報のインプットと意味を把握した音読をでき

る。 

○やりとりや、発表に必要な機能的表現を理解・使用で

きる。 

○効果的なポスターの構成と英語表現を理解できる。 

○教科書で紹介された「野口啓代（のぐちあきよ）」につ

いて、ポスター形式にまとめ、自分の言葉でサマライズ

できる。 

○ディクテーションアクティビティ等による正確なリス

ニング情報のインプットと意味を把握した音読ができ

る。 

○やりとりや、発表に必要な機能的表現を理解・使用で

きる。 

○優劣を判断する合理的な理由を理解し、それに伴う英

語表現を理解して使用することができる。 

○教科書の内容を「日本語と外国

語の書き方の違い」に焦点を当

てて、サマライズできる。 

○プレゼンテーションに必要な

機能的表現を理解し、使用する

ことができる。 

思考力・判

断力・表現

力等 

3 つの要素を

すべてのレ

ッスンで評

価。「各要素」 

と 「考査」 

で評価。 

○ 勝山について、３観点(historical / sports / cultural)か

らまとめることができる。 

○ ３人でグループを作り、勝山について「観光」の視点

からグループプレゼンテーションを英語で行う。

「Visual Aid を用いて各グループでプレゼンテーシ

ョンを工夫できる。 

○ グループプレゼンテーション後に、自分がプレゼン

を行った紹介文を英語でまとめられる。「新聞形式」

で行える。 

○「光る生き物」について１つ選び（教科書内で出ていな

い生物も含む）、その生き物について、教科書で紹介

されていない情報を入れて紹介ポスターを作成し、発

表できる。 

○  Study of crystal jellyfish brought a science 

breakthrough.について３人１組で質問作成・探究活

動を行い、ポスターを作成できる。 （またはノーベ

ル化学賞受賞の下村脩氏について、３人１組で英語で

ポスター形式にまとめられる。） 

○ ポスターについての紹介文(中学生向け)を、各自英文

で作成することができる。 

○ 自分が好きな有名なスポーツ選手について取り上げ、

そのスポーツ、その選手の経歴、なぜその人物が好き

なのかの理由とともに４人のグループ内で Visual 

Aid を用いて説明することができる。 

○ グループ内で誰の発表が一番良かったのかについて

ジャッジすることができる。合理的な理由を述べるこ

とができる。 

○ グループ内の別の人が発表した選手について、選手の

経歴とともに好きな理由を添えて、先生に説明する英

文を作成することができる。 

○夏休み中に読んだ本について、

クラスメイトに「その本の素晴

らしさについて」合理的な理由

ともに述べることができる。 

＜ビブリオバトル＞を英語で行

う。 

主体的に学

習に取り組

む態度 

自己評価、他

者評価と教

員評価で行

う。 

○グループ活動で、他のメンバーと役割分担を行い、自

らの役割を果たそうとする積極的な態度を示すこと

ができる。 

○信頼のある情報を取り入れ、それを英語で表現しよう

とする態度を示すことができる。 

○自分の表現活動から改善点を見つけ出し、改善する努

力を行う態度を示すことができる。 

○グループ活動で、他のメンバーと役割分担を行い、自

らの役割を果たそうとする積極的な態度を示すこと

ができる。 

○信頼のある情報を取り入れ、それを英語で表現しよう

とする態度を示すことができる。 

○自分の表現活動から改善点を見つけ出し、改善する努

力を行う態度を示すことができる。 

○グループ活動で、他のメンバーと役割分担を行い、自

らの役割を果たそうとする積極的な態度を示すこと

ができる。 

○信頼のある情報を取り入れ、それを英語で表現しよう

とする態度を示すことができる。 

○自分の表現活動から改善点を見つけ出し、改善する努

力を行う態度を示すことができる。 

○自分の表現活動から改善点を

見つけ出し、改善する努力を行

う態度を示すことができる。 



令和４年度普通科 特別進学・進学クラス 第１学年英語コミュニケーションⅠ学習進度・評価表（英語） 
 

  

２学期 
達成目標/

評価の観点 

９，１０，１１月 １２月 (１月始業式前まで) 

中間 期末 考査後＋冬補習 

英語コミ

ュニケー

ションⅠ    

使用教

科書 

Power 

On  

(東京書

籍) 

レッスン 

および 

達成目標 

Lesson 5 

Banana Paper 

内容設定目標 

世界に貢献する日本の技術、産業を紹介できる。 

言語設定目標 

レポート作成に必要な Academic Language を理解する

ことができる。 

Lesson 6  Patterns in 

 Human Behavior 

内容設定目標 

人間の心理を利用した「行動促進・抑制」の提言を行うこ

とができる。 

言語設定目標 

推測⇔断定の表現を区別して用いることができる。 

Lesson 7 

No Plastic or No Future 

内容設定目標 

地球が直面する問題について考え、分析し、解決策を考

えることができる。 

言語設定目標 

提案・禁止の表現を使って表現できる。 

Mama’s Bank Account 

内容設定目標 

冬に読んだ英語の小説を他の

人に紹介できる。 

言語設定目標 

間接話法、直接話法の違いを理解

できる。推薦表現を使える。 

知識・技能 

4 つの要素を

すべてのレ

ッスンで評

価。「各要素」 

と 「考査」 

で評価。 

○banana について、各パートをグラフィックでまとめ、

自らの言葉でサマライズできる。 

○ディクテーションアクティビティ等による正確なリス

ニングによる情報のインプットと意味を把握した音読

をすることができる。 

○やりとりや、プレゼンテーション、課題レポート作成

に必要な機能的言語表現を理解することができる。 

○プレゼンテーション、新聞記事、課題レポートの構成・

言語を理解することができる。 

○Question & Answer 形式の各パートをグラフィックで

まとめ、平易な表現を用いて散文形式に変換できる。 

○ディクテーションアクティビティ等による正確なリス

ニングによる情報のインプットと意味を把握した音読

を行うことができる。 

○やりとりや、プレゼンテーション、課題レポート作成

に必要な機能的言語表現を理解することができる。 

○プレゼンテーション、課題レポートの構成・言語を理

解し、推測の表現に注意できる。 

○プラスチックがもたらす問題を観点別にグラフィック

でまとめ、自分の言葉でサマライズできる。 

○ディクテーションアクティビティ等による正確なリス

ニングによる情報のインプットと意味を把握した音読

をすることができる。 

○やりとりや、プレゼンテーション、課題レポート作成

に必要な機能的言語表現を理解することができる。 

○プレゼンテーション、課題レポートの構成・言語を理

解し、推測の表現に注意できる。 

○教科書の内容を「筆者を客観的

にとらえて」、visual Aid を用

いてサマライズできる。 

○プレゼンテーションに必要な

機能的表現を理解し、使用する

ことができる。 

思考力・判

断力・表現

力等 

3 つの要素を

すべてのレ

ッスンで評

価。「各要素」 

と 「考査」 

で評価。 

○ 日本の和紙作りの技術を調べ(教科書以外の情報)、

Banana Paper がどのようにできるかについて、３人

グループで中学生に紹介する英語新聞を作成するこ

とができる。(実物を入手) 

○ Japanese technology can solve the world problems 

and will save the world. という質問の焦点にたいし

て、３人グループで質問を作り、調査・発表するする

ことができる。(理科教員とのコラボ) 

○ グループプレゼンテーション後に、グループの発表

を英語でまとめ、教員向けにレポートを作成すること

ができる。 

○ 人間の心理状態を利用した「行動促進・抑制」につい

て調べ、３人のグループ内で発表することができる。 

○ グループで最も興味のある「人間の心理状態」と「行

動促進・抑制」について選び、データなどを提示して

persuasive なプレゼンテーションを行うことができ

る。 

○ グループプレゼンテーション後に、グループの発表

を英語でまとめ、教員向けにレポートを作成すること

ができる。 

○ Plastic waste mainly causes serious damage to the 

earth. という質問の焦点に対して、３人グループで

できるだけ質問を考え、その質問に対して探究するこ

とができる。 

○ 質問に対する分析、解決策をデータなどを提示して

persuasive なプレゼンテーションを行うことができ

る。 

○ グループプレゼンテーション後に、グループの発表

を英語でまとめ、研究論文（または教員向けのレポー

ト）を作成することができる。 

○冬休み中に読んだ英文で書か

れた本について、クラスメイト

に「その本の素晴らしさについ

て」合理的な理由ともに述べる

ことができる。 

＜ビブリオバトル＞を英語で行

う。 

主体的に学

習に取り組

む態度 

自己評価、他

者評価と教

員評価で行

う。 

○グループ活動で、他のメンバーと役割分担を行い、自

らの役割を果たそうとする積極的な態度を示すこと

ができる。 

○信頼のある情報を取り入れ、それを英語で表現しよう

とする態度を示すことができる。 

○自分の表現活動から改善点を見つけ出し、改善する努

力を行う態度を示すことができる。 

○グループ活動で、他のメンバーと役割分担を行い、自

らの役割を果たそうとする積極的な態度を示すこと

ができる。 

○信頼のある情報を取り入れ、それを英語で表現しよう

とする態度を示すことができる。 

○自分の表現活動から改善点を見つけ出し、改善する努

力を行う態度を示すことができる。 

○グループ活動で、他のメンバーと役割分担を行い、自

らの役割を果たそうとする積極的な態度を示すこと

ができる。 

○信頼のある情報を取り入れ、それを英語で表現しよう

とする態度を示すことができる。 

○自分の表現活動から改善点を見つけ出し、改善する努

力を行う態度を示すことができる。 

○自分の表現活動から改善点を

見つけ出し、改善する努力を行

う態度を示すことができる。 



令和４年度普通科 特別進学・進学クラス 第１学年英語コミュニケーションⅠ学習進度・評価表（英語） 
 

  

３学期 
達成目標/

評価の観点 

１，２月 ３月 

学年末 考査後 

英語コミ

ュニケー

ションⅠ    

使用教

科書 

Power 

On  

(東京書

籍) 

レッスン 

および 

達成目標 

Lesson 8 

Oh my Cod! 

内容設定目標 

特定の魚の減少について、乱獲の歴史の視点から理解し、解決策を提案することがで

きる。 

言語設定目標 

過去形、完了形の使用により歴史的な背景を表現できる。 

提案・禁止の表現を使うことができる。 

Lesson 9 

Is E-sports a Real Sport? 

内容設定目標 

自らの学校に e-sports club を作ることについて、利点と欠点を分析し、導入に対する

提案を行うことができる。 

言語設定目標 

論理的な英語表現をもちいて自分の意見を相手に適切に伝えることができる。 

Lesson 10 

Being Different Is Beautiful. 

内容設定目標 

将来の夢について考え、夢に

向かうプランを紹介できる。 

言語設定目標 

直説法と仮定法の違いを理解し

て用いることができる。 

知識・技能 

4 つの要素を

すべてのレ

ッスンで評

価。「各要素」 

と 「考査」 

で評価。 

○fish and chips について、歴史的な背景、レシピ、外見、手軽さの観点別にグラフィ

ックでまとめ、自分の言葉でサマライズできる。Part 3 については、歴史的な乱獲

による漁獲量の減少について、Visual Aid を用いて説明できる。 

○ディクテーションアクティビティ等による正確なリスニングによる情報のインプッ

トと意味を把握した音読をすることができる。 

○やりとりや、プレゼンテーション、課題レポート作成に必要な機能的言語表現を理

解することができる。 

○プレゼンテーション、課題レポートの構成・言語を理解し、推測の表現に注意でき

る。 

○ニュースの実況中継・やりとりを客観的な視点でグラフィックを使ってまとめ、自

分の言葉でサマライズできる。 

○ディクテーションアクティビティ等による正確なリスニングによる情報のインプッ

トと意味を把握した音読することができる。 

○やりとりや、プレゼンテーション、課題レポート作成に必要な機能的言語表現を理

解することができる。 

○プレゼンテーション、課題レポートの構成・言語を理解し、推測の表現に注意でき

る。 

○教科書の内容を「ヨシダナギさ

んの人生」に焦点を当てて、サ

マライズできる。 

○プレゼンテーションに必要な

機能的表現を理解し、使用する

ことができる。 

思考力・判

断力・表現

力等 

3 つの要素を

すべてのレ

ッスンで評

価。「各要素」 

と 「考査」 

で評価。 

○ 生徒自身が好きな料理について、その料理が誕生した歴史的な背景とレシピについ

て調査し、Visual Aid を用いて３人のグループ内で発表することができる。そのあ

と中学生向けに新聞形式で料理についての紹介を作成することができる。 

○ The cod are no longer found in their former numbers. という質問の焦点にたいし

て、３人グループで質問を作り、調査・発表することができる。 

○ グループプレゼンテーション後に、グループの発表を英語でまとめ、ホームペー

ジで公開。/ あるいは研究論文（あるいは教員向けのレポート）を作成できる。 

○ e-sports について、普及規模、利点・欠点、将来性等について３人グループで調査

し、調査結果を中学生に紹介する英語新聞を作成することができる。 

○ 「e-sports club を勝山高校に作るべきである」というテーマについてディベートお

こない、自らの主張を相手の主張をもとに適切に調整することができる。 

○ ディベート後に、ディベートを行った対戦相手とともに、e-sports club を勝山高

校に導入するべきか否かについて判断を下し、校長あてに「導入に対しての提案書」

を英文で作成できる。（ホームページで公開。） 

○高校１年生の現在における将

来の夢に対して、クラスメイト

に「それを実現する過程・計画」

を述べることができる。 

 

主体的に学

習に取り組

む態度 

自己評価、他

者評価と教

員評価で行

う。 

○グループ活動で、他のメンバーと役割分担を行い、自らの役割を果たそうとする積

極的な態度を示すことができる。 

○信頼のある情報を取り入れ、それを英語で表現しようとする態度を示すことができ

る。 

○自分の表現活動から改善点を見つけ出し、改善する努力を行う態度を示すことがで

きる。 

○グループ活動で、他のメンバーと役割分担を行い、自らの役割を果たそうとする積

極的な態度を示すことができる。 

○信頼のある情報を取り入れ、それを英語で表現しようとする態度を示すことができ

る。 

○自分の表現活動から改善点を見つけ出し、改善する努力を行う態度を示すことがで

きる。 

○自分の表現活動から改善点を

見つけ出し、改善する努力を行

う態度を示すことができる。 


